


L—T13, fBERTH 5.



X3, FEROXHICRZ %,

7‘1.75\§'< O)ﬁl:l\
TN IO TV S,



N, ILBEY OFETRIE W,

EXDORBETHEI,
ERIR OBET H I,

EOEMNTIEIEL .
IH, Z ZICEL Dh,



G CSHET b
B INED,

)_TJ_._:OTL\5O
fal %2, XIIEZAEW,

znTH. L,

X, EENTHIEWN,
ITCIS, HTW5,

A—=7F, BETRE WV,
B, A7/ 7,



RABOAEZ TH.
AEIIES,

G ZANSHEINS,

A ZZATEI DTIERE W,
SLL’D TL\5'{1‘ZE.75\"9\
HARICEAN A 72172,






1
[ &



Edition — FEAEDE
RllE B X ORI

=% | EFEEx H)IKBE
1T . Raffiné
2026



	動きの前
	ムーブは、結果である。
	動きは、選択のように見える。
	だが多くの場合、 それはすでに傾いている。
	これは、立ち回りの話ではない。
	賢さの問題でもない。 戦略の整理でもない。
	どう動くかではなく、 なぜ、そこに傾くのか。
	同じ場面でも、 角度だけが違う。
	守っている。 何を、とは言えない。
	それでも、傾く。
	動きは、生まれていない。 すでに、出ている。
	ムーブは、意志ではない。 重心が、外に出ただけだ。
	振る舞いを整えても、 角度は残る。
	場面が変わっても、 同じところから崩れる。
	人は、考えて動くのではない。 立っている位置から、 自然に崩れるだけだ。
	人は、動いていない。
	出ているだけだ。
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